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１．海外IPOの成功まで
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海外IPOの成功は？

Å 海外IPOを成功した会社は何社？

V 日本に上場するよりも簡単に出来る？

V 新興市場（SGXカタリストやHKEｘのGEM）なら利益が出ていなくても上場可能？

Å リストラクチャリング、ガバナンス（委員会設置会社）、価値算定、IFRS、証券決
済、株券発行・不発行会社、どれが正解？

V リストラクチャリングによる税金への影響は？

V ガバナンスの変更による今までの企業統治への影響は？

V 企業価値の算定は？IPOによる希薄化は？

V IFRSベースの財務諸表作成の作業ボリュームは？

V 証券決済はスムーズにいくのか？

V 日本の投資家から投資は可能か？

É 海外IPOは難しい 海外IPOが難しいこと自体がデメリット

É 難しい海外IPOを成功させる過程で得るもの 大きなメリット



ü シンガポール取引所（SGX)カタリスト市場へ2013年
9月にプライマリー上場

ü 日本法人として初めて（１号案件）であり記念すべ
き上場

ü 上場までの期間は、キックオフミーティングから約1
年で達成（非常にスムーズな上場）

ü 日本法人のままプライマリー上場
V 言語的・文化的・地理的な違い
V 決済制度の違い（日本法人の株式（不発行）

をシンガポールの決済機構へ移管）
V 他、いくつかの壁を乗り越えての上場

ü 成功のポイント
V イニシアティブ（自主性）
V コミュニケーション（あらゆる意味でのコミュニ
ケーション）

V 挑戦（規定概念の囚われずに挑戦）
V 決定力（即断即決の能力）
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ジーク・ホールディングのケース
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オークラ・ホールディングスのケース

ü 香港証券取引所（HKEｘ)メインボード市場へ2017年
4月にプライマリー上場

ü 業界では注目された上場

ü 上場までの期間は、キックオフミーティングから約２
年で達成（当初予定より約1年ほど遅れる）

ü 難産の末の上場
V 事前準備不足
V スポンサーの途中変更（2度のA1フィリング）
V 業界ビジネス環境の悪化（取引所の見方）
V コストの増加
V ぎりぎりのスケジュール

ü 成功のポイント
V イニシアティブ（自主性）
V コミュニケーション（あらゆる意味でのコミュニ
ケーション）

V 忍耐力（長期間、同じことの繰り返しに耐える
力）
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２．海外IPOを活かす
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Å上場プロセスを経験することで、海外
進出の注意点の理解と対応力を獲得

V 日本との法律・規制の違いの理解とそ
の対処（専門家のサポート）を習得

V 文化・習慣の違いによるビジネスの考
え方の違いを理解

V 言語の違いによる微妙なニュアンスの
把握や相手とのコミュニケーションの
仕方を学習

Å現地での信用力を獲得

V 数少ない海外IPO(上場）の達成が既
に希少価値を獲得、（上場している
国・地域での信用力は日本で上場す
る場合よりはるかに高い）

V 日本取引所グループに上場している
会社3,556社（2017年6月20日現在）

海外IPO（海外上場）による海外進出

日本との

違い

言葉

文化・習慣

法律・規制

上場プロセスを通じて
海外ビジネスの習慣や考えを会得

海外進出の手段として優れた方法
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Å上場会社に対して多くのプロポーザル

V 現地上場会社などから業務提携のオ
ファーを始めビジネスシナジーの提案が
多数（ジークホールディングのケース）

V 日本ビジネスのパートナーとしての安心
感を獲得

V 周辺国への拠点（シンガポールはアジ
ア・アセアン諸国へ、香港は中国本土
へ）

Å現地のサポートを活かす

V シンガポール経済開発庁（EDB）及び
SBF（Singapore Business Federation）、
香港貿易発展局（HKTDC）の活用

V 法律事務所・会計士事務所・PR会社な
どのサポートによる専門性的なサポート
の充実

ビジネスの拡大や企業買収機会の拡大

信用力

の向上

現地の

サポート

提携・買収機会の増大

ビジネス・マッチング
アドバイザリー・サービス

提携・買収機会の増加

調査能力の向上
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グローバル人材の獲得

現地でのグローバル人材獲得

現地上場企業は、現地の優秀な人
材採用に有利（日本で上場企業が
採用で有利なことと同じ）

英語または現地の言葉を話してコ
ミュニケーションが取れる人材

現地で外資系（日系）となる会社へ
入社してくるグローバル指向の人材

現地の文化・習慣を完全に理解し、
さらに日本に興味を持っている人材

日本でのグローバル人材獲得

海外ビジネス志向のトップ・ティア人
材の採用が可能

現地の優秀な人材の元で仕事をす
る経験が、日本人が本当にグローバ
ル人材となるための要件

日本で採用できないような現地のグローバル人材採用機会の増大

グローバル人材の獲得はビジネス成功の最も大切な要因
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ご清聴ありがとうございました。

Thank you!


